


























跡見学園女子大学マネジメント学部紀要　第 14 号　（2012 年 9 月 30 日）
責任あるサプライチェーンマネジメント
─ アパレル業を事例として ─
Responsible supply chain management








































る）なサプライチェーンの構築が指向されている（Handfield & McCormack, 2008）。
　欧米企業を中心に行われてきた（サプライヤーの）行動規範とモニタリングを用いたマネジメン
表１　世界の主要アパレル企業
企業名 本社所在国 2011 年売上高（百万ドル）
1 TJX 米 23,191
2 Nike 米 20,862
3 Gap 米 17,862
4 Inditex S.A. スペイン 15,963
5 H & M Hennes & Mauritz AB スウェーデン 14,549


























　TJX は世界第 1 のアパレル企業である。自社工場を有しておらず、TJX ブランドの商品の扱
い量も極めて少ないのが特徴である。TJX では、後述する Nike や Gap のようなサプライチェー

















　TJX が最初の CSR レポートを出したのは 2011 年である。この中での責任ある SCM に関する











た。しかし、1996 年のライフマガジンは Nike を児童労働企業として報じ、1997 年には、米国
で Nike の不買運動が起き、訴訟も提起された。
　2000 年には、Nike ブランド品の生産を委託していたカンボジアの工場で児童労働を使ってい
ることが BBC によって報じられた。その放送の中では、3 人の労働者が 15 歳未満であると認め






























　具体的には、Nike では、同社のサプライヤーである契約工場のリストを毎年 Fair Labor 
Association（FLA）に渡し、同団体が監査対象工場を選定し、監査している⑷。また、2004 年以
















て、Gap を含むアパレル企業 18 社が訴えられた（サイパン訴訟）。この訴訟では、Gap を含むほ
とんどの企業は 2002 年までに和解に応じた。
　さらに、2000 年にはカンボジアの工場での児童労働問題が報道された。
















同社は、2000 ～ 2001 年に売り上げの停滞を経て 2004 年までは増加したが、その後は減少し、













　2007 年には、International Textile Garment and Leather Workers Federation（ITGLWF）と
国際枠組協定を締結した。
　2010 年度は、1,087 の監査を実施し、その結果の概要を公表した。







2. 5　H & M Hennes & Mauritz AB（スウェーデン）









　2011 年、同社は、世界のサプライチェーンにおける公正な賃金を促進するための Fair Wage 
Network に参加した。






























































































（出所） Global Reporting Initiative （2008） Sustainability Reporting Guidelines & Apparel and Footwear 















　対象企業としては、米国では、Fortune 誌による米国トップ 500 社のうち、アパレル企業 5 社、
アパレル専業小売業 5 社を対象とした。また、欧州では売上高上位 8 社、日本では売上高上位 5
社を対象とした。































評価項目を 1 点とし、8 点満点で評価した。
　これを分散図で表すと、図 2 の通りである。
　図 2 を見ると、日、欧、米で差があり、企業の規模でも差があることがわかる。一般的には、








C1 C2 C3 R I1 I2 I3 M
??
?
TJX 23,191 ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● 5
Nike 20,862 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8
Gap 14,549 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 7
Limited Brands 10,364 ○ ○ ○ ● ○ ● ● ● 4
VF 9,459 ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ 6
Ross Stores 8,608 ● ● △ ● ○ ● ● ● 1.5
Phillips-Van Heusen 5,891 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 7
Polo Ralph Lauren 5,660 ● ● ● ● △ ● ● ● 0.5
Foot Locker 5,623 ● ● ● ● ● ● ● ● 0
Levi Strauss 4,762 ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ 6
??
?
Inditex S.A. 17,862 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 8
H & M Hennes & Mauritz AB 15,963 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 8
Next plc 5,350 ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ 7
Etam Developpement SCA 1,534 ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ● 5
JD Sports Fashion Plc 1,372 ○ ○ ○ ● ○ ● ● ● 4
Charles Voegele Holding AG 1,285 ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ● 5
Macintosh Retail Group NV 1,133 ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ 6
KappAhl Holding AB 722 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 8
??
?
ファーストリテイリング 10,599 ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ 6
ワールド 4,289 ● ● ● ● ● ● ● ● 0
オンワード樫山 3,151 ● ● ● ● ○ ● ● ● 1
TSI ホールディングス 1,921 ● ● ● ● ● ● ● ● 0














　Y ＝α0 + α1X1 + α2X2 + α3X3 （1）



























係数 標準誤差 t P- 値
切片α0 2.52602549 1.072061716 2.356231412 0.029351386
X1（売上高：百万ドル） 0.00018115 7.60365E-05 2.382408356 0.027802716
X2（欧州企業ダミー） 2.449457483 1.095502445 2.235921513 0.037551703
X3（日本企業ダミー） －1.901166762 1.281254628 －1.483832114 0.154253665
　これによると、売上高と欧州企業ダミーのP-値は0.05を下回っており、統計的に有意であるが、





業は 5.0、米国企業点は 2.5、日本企業は 0.6 となり、欧州企業の取組みが最も進んでおり、日本
企業は欧米企業に比較し大きく遅れていることが明らかである。
　図 2 における欧州企業を見ると、売上高が少ない企業であっても評価点は高い。その特徴とし




































Polo Ralph Lauren 自社 第三者機関









外 部 助 言 機 関（ 社 会 評 議 会 ）、ETI、
ITGLWF、ILO（Better Work）
H & M 自社 自社 Fair Wage Network、Better Cotton Initiative
Next ETI、ILO 自社 ETI、ILO（Better Work）
Etam Developpement 自社 自社、BSCI BSCI
JD Sports Fashion ETI 第三者（監査会社） Sercura 社（監査会社）












ワールド 国際ルール 記述なし 記述なし
オンワード樫山 記述なし 自社、第三者機関 記述なし
TSI ホールディングス 記述なし 記述なし 記述なし
ファイブフォックス 記述なし 記述なし 記述なし
FLA＝Fair Labor Association, WRAP＝Worldwide Responsible Accredited Production, FFC＝Fair Facto-
ries Clearinghouse, FLA＝Fair Labor Association, SEDEX＝Supplier Ethical Data Exchange, GA＝Global 
Alliance for Workers and Communities, UNITE＝Union of Needletrades, Industrial and Textile Employees, 
ITGLWF＝International Textile Garment and Leather Workers Federation, SAI＝Social Accountability 







































⑴　ILO はカンボジアにおける労働基準の遵守状況を改善することを目的としたプログラムを 2001 年から
開始しており、2011 年 10 月末現在で 300 の工場、316,751 人の労働者が参加している。このプログラム
では、監査人が、事前通告なしに工場を訪問し、労働者のインタビュー、帳簿の検査を行っている。これ
には、Adidas, Gap Inc., Levi Strauss & Co., Sears, Wal-Mart, The Walt Disney Company が資金援助を
行っているが、プログラムの実施には関与していない。
⑵　Clean Clothes Campaign のホームページ（2012 年 6 月 16 日確認）：
　　http://www.cleanclothes.org/newslist/624-the-saipan-workers-lawsuit-an-overvieuw
⑶　Nike では責任ある SCM の方針と社内体制の整備を進めたが、サプライチェーンにおける労働問題がな
くなった訳ではない。2008 年 7 月には豪州のテレビは、マレーシアの契約企業（Hytex Apparel）が数百
人の移民労働者を不当な条件で雇用していることを報道した。これを受けて Nike は調査し、Hytex 
Apparel が行動規範に違反していることを見出して、その是正措置を講じることを要求した。
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1. Charles Voegele Holding AG：http://www.charles-voegele.com/
2. Etam Developpement SCA：http://www.etamdeveloppement.fr/en/home.php
3. Foot Locker：http://www.footlocker-inc.com/company.cfm?page=foot-locker
4. Gap：http://www.gapinc.com/content/csr/html/MakeADifference.html
5. H & M Hennes & Mauritz AB：http://about.hm.com/content/hm/AboutSection/en/About/Facts-
About-HM.html#cm-menu
6. Inditex：http://www.inditex.com/en
7. JD Sports Fashion Plc：http://www.jdplc.com/
8. KappAhl Holding AB：http://www.kappahl.eu/
9. Levi Strauss & Co：http://www.levistrauss.com/sustainability
10. Limited Brands：http://www.limitedbrands.com/responsibility/our_responsibility.aspx
11. Macintosh Retail Group NV：http://www.macintosh.nl/en/
12. Next plc：http://www.nextplc.co.uk/corporate-responsibility.aspx
13. Nike：http://nikeinc.com/pages/about-nike-inc
14. Polo Ralph Lauren：http://global.ralphlauren.com/en-us/about/pages/default.aspx
15. Phillips-Van Heusen：http://www.pvh.com/
16. Ross Stores：http://www.rossstores.com/index.aspx
17. TJK：http://www.tjx.com/
18. TSI ホールディングス：http://www.sanei.net/、http://www.tokyostyle.co.jp/
19. VF：http://www.vfc.com/
20. オンワード樫山：http://www.onward.co.jp/
21. ファイブフォックス：http://www.fivefoxes.co.jp/
22. ファーストリテイリング：http://www.fastretailing.com/jp/
23. ワールド：http://corp.world.co.jp/
　本研究は、日本私立学校振興・共済事業団平成 24 年度学術研究振興資金の助成を受けた研究成果である。
ここに記して御礼申し上げる。
